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会場（初日）

7月2日（日）
会場：福島県広野市 広野中央体育館
地元の皆様を主な対象にとしたプログラム

鉄道
「上野駅」から「いわき駅」までJR常磐線で2時間15分
→「いわき駅」から「広野駅」までJR常磐線にて25分

車
「東京方面」より「いわき中央IC」まで3時間（常磐高速）
→「いわき中央IC」より「ひろのIC」まで25分
→「ひろのIC」より会場まで10分
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プログラム概要

10:30-10:35 山名NDF理事長 挨拶

10:35-10:40 高木経済産業副大臣 挨拶

10:40-10:45 内堀福島県知事 挨拶

10:45-10:50 遠藤広野町長 挨拶

10:50-11:05 IAEA レンティホ事務局次長 基調講演

11:05-11:50 開沼氏による「レクチャー&ミニワークショップ」

30分で分かる 1F 廃炉：「何が分からないかが分からない」の先に

福島大学の客員研究員で福島のリスクコミュニケーションに関して精力的な社会学者である開沼博氏に、社会学的分析に基づいた

多数の著作と事故以前から続く地元との交流の経験に基づき、福島の廃炉とはどのようなものなのか、地元目線での講演をしていただく。

13:30-15:45 リサーチセッション

そこが聞きたい！1F 廃炉のいま：「分からない」を「そういうことか」に
開沼氏がファシリテーターとして、パネリストであるNDF等の福島第一廃炉の関係者に対し、住民の方々の関心事や不安を踏まえた

疑問を投げかけることで、住民の方々へ福島廃炉についての正確でわかりやすい情報の提供に努める。会場からの質問にも対応する。

15:40-15:55 OECD/NEAマグウッド事務局長による総括報告

15:55-16:00 閉会挨拶

11:50-13:20 昼食
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＜ファシリテーター＞
立命館大学衣笠総合研究機構准教授 開沼 博

＜パネリスト＞
経済産業省 廃炉・汚染水特別対策監 田中 繁広
原子力損害賠償・廃炉等支援機構 理事長 山名 元
東京電力ホールディングス福島第一廃炉推進カンパニー プレジデント 増田 尚宏

＜地元代表＞
川内村商工会 会長 井出 茂
福島大学 学生 木村 元哉
元田村市復興応援隊 小林 奈保子
NPO法人コースター 理事 坂上 英知
福島大学経済経営学類助教 マクマイケル・ウィリアム
福島県立福島高等学校 高校生
福島県立ふたば未来学園高等学校 高校生

＜コメンテーター＞
経済協力開発機構原子力機関（OECD/NEA） 事務局長 W. D.マグウッド四世
米国アルゴンヌ国立研究所 シニア・ポリシー・フェロー P. ディックマン
フランス原子力・代替エネルギー庁 原子力開発局長 F. ゴーシェ
スペイン放射性廃棄物管理公社 総裁 J. J. ザバラ
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会場（2日目）

7月3日（月）
会場：福島県いわき市
いわきワシントンホテル
技術的専門家を主な対象としたプログラム

鉄道
「上野駅」から「いわき駅」までJR常磐線で2時間15分
→「いわき駅」より徒歩7分

バス
「東京駅」から「いわき駅」まで急行バスにて3時間30分
→「いわき駅」より徒歩7分

車
「東京方面」より「いわき中央IC」まで3時間（常磐高速）
→「いわき中央IC」よりホテルまで10分
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プログラム概要

9:30- 9:45 開会挨拶（山名NDF理事長）

9:45- 9:50 来賓挨拶（清水いわき市長）

9:50-10:05 基調講演（OECD/NEA マグウッド事務局長）

10:05-10:35 福島第一原子力発電所の現場の最新状況についての報告

増田TEPCO廃炉推進カンパニープレジデント

10:35-10:50 講演（山形原子力規制庁審議官）

10:50-11:40 福島第一原子力発電所の炉内状況推定についての報告

溝上TEPCO廃炉推進カンパニー

11:40-12:40 W.S.1 デブリ性状評価（MCCIを含む）についての専門家ワークショップ

座長 ： 小川JAEA廃炉国際共同研究センターセンター長

共同座長 ： ジョルノーCEA国際専門家

12:40-14:40 昼食休憩／技術ポスターセッション

14:40-15:40 W.S.2 燃料デブリ取り出し時の安全・リスク評価についての専門家ワークショップ

座長 ： ウェイトマン元英国原子力規制庁長官

共同座長 ： 山本章夫名古屋大学大学院教授

15:55-16:55 W.S.3 廃棄物対策についての専門家ワークショップ

座長 ： 杤山原子力安全研究協会技術顧問

16:55-17:00 閉会挨拶（ザバラ スペイン廃棄物管理公社総裁）

W.S.1 登壇者
JAEA 廃炉国際共同研究センター 鷲谷 忠博
フローピン・ラジウム研究所 B. ブラコフ
JAEA 客員研究員 D. ボトムリー

W.S.2 登壇者
NDF 肥田 和毅
ONR M. ゴルシャン
L・バレット・コンサルティング L. バレット

W.S.3 登壇者
NDF 加藤 和之
CEA E. クラウス
NDA    J. マッキニー


